
 
                         

七宝焼とは、金属の表面に色とりどりのガラス質の釉薬をのせて焼き付け

たもので、紀元前から古代メソポタミア文明や古代エジプト文明に似たも

のを見つけることができます。これがヨーロッパから 

シルクロードを通り、中国を経て日本に伝わったとい 

われています。英語ではcloisonne enamelなどとも表現 

されますが、日本では七宝（shippo）といいます。七 

宝とは七つの宝という意味で、仏教の経典にある七種 

類の宝をちりばめたように美しいものという意味で名 

づけられました。 【七宝焼アートビレッジHPより引用】 

ストーリーテリングは、アメリカの図書館で、児

童担当の司書やボランティアが昔話や創作童話を

覚え、テキストを見ずに子どもたちに語り聞かせ

るというスタイルで、20 世紀に始まりました。

「聞く」から「読む」へ繋げる読書活動の一環と

して始まったのです。「おはなしを語る」という

行為は、もっと昔からありました。労働の合間や

夜長の楽しみとして、日本でも外国でもたくさん

の「おはなし」が語られ、伝えられてきました。

「おはなし」は、「口承文芸」として、長い伝統

を持っていたのです。人と人のふれあいから始ま

る「おはなしを聞く」という行為が持つ温かな人

間らしさと、そこから生まれる「人の声に耳を傾

けることの面白さ」「物語をいっしょに作り上げ、

共有する楽しさ」を体験することは、人生を豊か

にし、生きる力を私たちの中に生み出してくれま

す。 

  【児童文学波の会のメッセージより－抜粋－】 

 

 

 

七宝焼アートビレッジから出前授業 

 あま市の伝統的工芸品に「七宝焼」があります。11月20日～22

日に七宝焼アートビレッジの出前授業を受け、４年生が七宝焼体

験をしました。七宝焼は子どもたちにとっては、馴染みの少ない

工芸品

です。

学芸員の方から七宝焼とは？

からの説明に始まり、七宝焼

きの制作工程の説明をうけま

した。そこで、陶器の焼き物

とは、まるで製法が違うこと

や釉薬は、ガラス質の粉であ

ることがわかり、驚きと同時に興味が高まったようでした。さっ

そく、事前に描いてきた下絵をもとにキーホルダー作りにとりか

かりました。ところが、竹のへらで釉薬をの

せるために、細かい作業が要求され、子ども

たちは四苦八苦。時折、指導員の方に支援を

してもらいながら、下絵どおり？に作業が終

了。その後、電気釜で焼くと、光沢のある七宝焼の完成です。その

間、約1時間の行程でしたが、作品のできばえに、満足そうでした。 

ストーリーテリングの魅力 －語ることのすばらしさ－ 

 「児童文学波の会」の

会員によるストーリーテ

リングを全校児童が体験

しました。「波の会」は、

右記のように「おはなし

を語る」活動を始められ

て、今年で40周年を迎え

られたそうです。日頃か

ら教師やブックママ（読

み聞かせボランティアグループ）による「読み聞か

せ」に慣れている子どもたちですから、最初は戸惑

いもあったようです。ところが、「おはなし」が進

んでいくにつれ、「おはなしを聞く」世界に吸い込

まれるように、「物語の世界」に浸っていました。各学年の「おはなしの題名」は下の

表のとおりです。 
１年のおはなし  ３年のおはなし  ５年のおはなし 

・ももたろう 
・あなのはなし 
・ヤギとコオロギ 
・ホットケーキ 

・王子さまの耳は、ロバの耳 
・七わのからす 
・牛方とやまんば 
・やまんばのにしき 

・ちょうふく山のやまんば 
・おおかみときつね 
・かも取り権兵衛 
・お月さまの話 

２年のおはなし ４年のおはなし ６年のおはなし 
・三まいのお札 
・王子さまの耳は、ロバの耳 
・ネコの家に行った女の子 
・オオカミと七ひきの子ヤギ 

・おどっておどってぼろぼろになった
くつ 
・ヤギとライオン 
・エパミナンダス 
・風と神と子どもたち 

・ラプンツェル 
・さきざきさん 
・ひょうたんがいく 
・バラの花とバイオリン弾き 
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学芸員さんから七宝焼の説明 

ピンセットを使う細かい作業 

指導員さんよりアドバイス 

「おはなし」に浸る子どもたち（２年） 


